
1

　
　
日
本
政
府
は
米
兵
犯
罪
か
ら
国
民
の
生
命
・
安
全
を
守
れ




　
沖
縄
で
米
空
軍
兵
が
十
六
歳
未
満
の
少
女
を
誘
拐
し
、
暴
行
し
て
起
訴
さ
れ
て
い

た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事
件
は
昨
年
十
二
月
に
発
生
し
、
容
疑
者
の
米
兵
は

今
年
三
月
に
起
訴
さ
れ
た
が
、
こ
の
事
件
を
日
米
両
政
府
は
、
六
月
に
報
道
で
表
面

化
す
る
ま
で
三
ヶ
月
間
、
沖
縄
県
に
伝
え
ず
秘
匿
し
て
い
た
。


　
さ
ら
に 

今
年
五
月
二
十
六
日
に
も
、
沖
縄
本
島
中
部
で
在
沖
海
兵
隊
員
が
女
性

に
性
的
暴
行
を
し
て
怪
我
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
も
、

日
米
両
政
府
は
県
に
連
絡
を
せ
ず
、
情
報
を
伏
せ
て
い
た
。




　
地
元
紙
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
の
調
査
で
は
、
米
兵
犯
罪
は
「
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
て
逮
捕
ま
た
は
書
類
送
検
さ
れ
た
性
犯
罪
は
少
な
く
と
も
５
件
（
起
訴
２
件
、
不

起
訴
３
件
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
」
（
７
／
１
社
説
）
と
い
う
。


　
私
た
ち
「
沖
縄
日
本
か
ら
米
軍
基
地
を
な
く
す
草
の
根
運
動
」
は
、
沖
縄
、
そ
し

て
日
本
か
ら
全
米
軍
基
地
の
撤
去
を
め
ざ
し
て
お
り
、
基
地
被
害
、
米
兵
の
犯
罪
に

よ
る
被
害
が
根
絶
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
活
動
し
て
き
た
。
沖
縄
で
の
、
こ
の
よ
う
な

犯
罪
の
頻
発
に
心
を
痛
め
、
沖
縄
と
一
体
に
な
っ
た
活
動
で
犯
罪
と
た
た
か
う
。




　
今
回
の
事
件
の
発
生
は
、
昨
年
十
二
月
。
当
時
、
辺
野
古
沖
の
地
盤
改
良
工
事
を

県
が
承
認
す
る
よ
う
命
じ
る
高
裁
判
決
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
工
事
が
始
ま
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
時
に
犯
罪
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
三
月
に
、
こ

の
容
疑
者
が
起
訴
さ
れ
た
後
に
は
、
日
米
首
脳
会
談
も
あ
っ
た
が
、
少
女
へ
の
卑
劣

な
米
兵
の
犯
罪
は
、
会
談
の
話
題
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
六
月
十
六
日
に
は
沖
縄
県

議
選
が
あ
り
、
基
地
の
問
題
が
争
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
新
基
地
建
設
推
進
を
主

張
す
る
自
民
・
公
明
な
ど
の
勢
力
が
議
席
を
伸
ば
し
た
。
こ
の
時
点
で
事
件
が
公
表

さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
選
挙
の
結
果
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。


　
「
『
政
府
中
枢
の
政
治
的
圧
力
が
働
い
た
の
で
は
』
と
元
県
幹
部
や
検
事
　
沖
縄

県
議
選
後
に
報
道
で
発
覚
　
米
兵
に
よ
る
少
女
誘
拐
暴
行
」
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
６
／

２
８
）
と
の
報
道
も
あ
る
。 

選
挙
の
日
程
に
合
わ
せ
て
、
事
件
の
公
表
を
控
え
る

日
本
政
府
の
姿
に
は
、
選
挙
に
よ
る
民
意
の
実
現
で
民
主
主
義
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
意
志
の
か
け
ら
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
米
軍
基
地
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
も
ま
た
歪

め
ら
れ
て
い
る
。
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基
地
あ
る
が
故
に
繰
り
返
さ
れ
る
米
兵
の
犯
罪
。
こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
県
民
の
怒

り
と
抗
議
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
県
民
の
命
よ
り
米
軍
へ
の
忖
度
か
‥
‥
の
声

が
沖
縄
県
民
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
と
は
沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
国

民
よ
り
米
軍
を
優
先
す
る
政
府
の
も
と
で
は
、
全
国
ど
こ
で
も
こ
の
よ
う
な
問
題
は

起
こ
り
う
る
。




　
日
本
政
府
は
、
米
兵
の
犯
罪
か
ら
日
本
人
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。
昨
年
十
二
月
の

犯
罪
で
容
疑
者
が
起
訴
さ
れ
た
三
月
に
は
、
外
務
事
務
次
官
が
駐
日
米
大
使
に
「
綱

紀
粛
清
と
再
発
防
止
の
徹
底
」
を
申
し
入
れ
た
が
、
沖
縄
県
に
は
そ
の
こ
と
が
通
知

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
は
有
効
な
対
策
を
打
て
な
か
っ
た
。
そ
し
て
五
月

に
も
犯
罪
は
繰
り
返
さ
れ
た
。


　
政
府
の
申
し
入
れ
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
？
　
繰
り
返
さ
れ
る
犯
罪
に
対
し
て
、

林
芳
正
官
房
長
官
、
木
原
稔
防
衛
相
は
「
極
め
て
遺
憾
」
を
口
に
す
る
だ
け
で
、
そ

れ
以
上
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
外
交
ル
ー
ト
で
も
、
遺
憾
の
意
を
伝
え
た
だ
け
で
、

 

米
軍
へ
の
抗
議
は
何
ひ
と
つ
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。


　
こ
の
よ
う
な
自
公
政
権
で
は
本
当
に
日
本
国
民
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た

ち
「
沖
縄
日
本
か
ら
米
軍
基
地
を
な
く
す
草
の
根
運
動
」
は
沖
縄
と
一
体
と
な
っ
て

基
地
被
害
の
根
絶
を
め
ざ
す
。




　
今
、
東
京
で
は
都
知
事
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
今
月
七
日
が
投
票
日
で
あ
る
。


　
沖
縄
で
県
民
の
安
全
を
守
れ
な
い
自
公
政
権
が
推
す
小
池
現
知
事
は
、
東
京
で
も

基
地
被
害
の
解
決
に
消
極
的
で
あ
る
。


　
自
公
政
権
に
打
撃
を
与
え
、
小
池
都
政
を
打
倒
し
、
平
和
と
民
主
主
義
の
都
政
に

転
換
す
る
た
め
、
私
た
ち
「
沖
縄
日
本
か
ら
米
軍
基
地
を
な
く
す
草
の
根
運
動
」
は

東
京
の
課
題
と
し
て
蓮
舫
候
補
の
勝
利
と
、
民
主
都
政
の
実
現
の
た
め
に
奮
闘
す
る
。


　
蓮
舫
さ
ん
は
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
基
地
の
問
題
と
向
き
合
う
候
補
者
で
あ
る
。

平
和
な
東
京
を
つ
く
る
た
め
、
そ
し
て
東
京
の
平
和
が
全
国
に
波
及
す
る
よ
う
に
、

都
民
の
皆
様
に
は
熱
烈
な
支
持
を
お
願
い
し
、
全
国
の
皆
様
に
は
東
京
へ
の
支
援
の

輪
を
一
層
広
げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
。




　
　
　
二
〇
二
四
年
七
月


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沖
縄
日
本
か
ら
米
軍
基
地
を
な
く
す
草
の
根
運
動




